
専任教員の募集について 

概要 

関西大学社会安全学部は、「防災・減災」「事故防止と安全」「危機管理」など社会の安
全・安心に関わる諸問題の理論的、政策的研究と、それらの問題解決の担い手となる人
材を育成するために、2010 年４月に設立された学部です。学部開設時に大学院社会安
全研究科修士課程を併設し、2012 年 4 月に博士課程も開設しました。文理の専門分野
の垣根を超えて、安全・安心な社会の構築に資する社会安全学の構築をめざしている社
会安全学部・社会安全研究科では、この度、専任スタッフを補強するため、以下の要領
で専任教育職員を募集します。 

機関名 関西大学 

学部・学科 社会安全学部 安全マネジメント学科 

機関種別 私立大学 

所在地 〒569-1098 大阪府高槻市白梅町７-１ 

地域（勤務地など） 近畿（高槻市） 

職種 准教授、助教（任期付） 

勤務形態 常勤 

募集人員 １人 

研究分野 災害情報 

応募資格 

（1）博士の学位を有する者、またはそれと同等以上の研究業績を有する者。 
（2）災害情報分野の研究実績があり、かつ「災害情報論」｢災害ジャーナリズム論」な

どについて教育が可能であること。 
（3）国籍は問わないが、教育研究に必要な十分な日本語運用能力を備えていること。 
※ 大学院の授業を担当する場合もある。 

応募期間 2013 年 9 月 16 日 必着 

着任(採用)時期 2014 年 4 月 1日（予定） 

応募書類 

 
○ 応募書類 
（1）履歴書（本学指定）１通 
（2）研究業績書（本学指定）１通 
（3）著書もしくは論文（主要なもの５点を各３部。別刷り・コピー可） 
（4）これまでの研究内容の概要（2000 字程度） 
（5）着任後の研究と教育についての抱負（2000 字程度） 
（6）「災害情報論」及び「災害ジャーナリズム論」（学部科目、半期・15 回）のシラバ 

ス（別紙、作成例を参考としてください。） 
（7）応募者について意見を求められる方２名の氏名、所属、職位、電話番号、メール 
   アドレス 

 
○ 注意事項 
（1）応募書類送付時には、封筒の表に「社会安全学部教員応募書類在中（災害情報論）」

と朱書し、簡易書留で送付願います。 
（2）選考の過程で、追加書類を求める場合があります。 
（3）提出書類は原則として返却しません。特に返却を必要とされる場合にはその旨を

明記してください。 
（4）本学指定の履歴書及び研究業績書の書式は、以下の URL からダウンロードしてく

ださい。http://www.kansai-u.ac.jp/global/footer/kyouin.html 
 

選考方法 
（1）第１次選考として書類審査、第２次選考として面接を行い、採否を決定します。 
（2）面接は 2013 年 10 月中旬頃を予定しています。 

採否の通知 
（1）第１次選考（書類審査）の結果は 2013 年 10 月上旬頃までに通知します。 
（2）第２次選考の結果は、2013 年 11 月下旬頃までに通知します。 

応募書類送付先・
連絡先 

〒569-1098 大阪府高槻市白梅町７-１ 
関西大学 高槻ミューズキャンパスオフィス 社会安全学部担当 
ＴＥＬ：072-684-4000  

 
本件についてのご質問は、以下の E-mail アドレスまでお問い合わせください。 
（件名は、「社会安全学部専任教員公募に関する問い合わせ」としてください。） 

E-mail：fss-koubo@ml.kandai.jp 

 



 

 

 

 

 

学部・研究科 授業科目名 

安全 ○○○○論 

   

■授業概要・到達目標 

■授業概要 

 

 

 

 講義全体を通してのテーマ、講義内容の概略などを明確に記述してください。 

 

 

 

■到達目標 

 

 

 

 

 

 

 

■授業計画 

■授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■授業時間外学習 

予習・復習などの授業時間外学習の指示も必要であれば記述してください。 

全 15 回の講義計画を具体的かつ明確に記述してください。 

 

（例示） 

第 1 回 ********************** 

第 2 回 ********************** 

・ 

・ 

第 15 回 ********************* 

 

または 

第 1 回から第 3 回 ********************* 

・ 

・ 

第 12 回から第 15 回 ********************* 

（例示） 

・○○○○○について理解することを目標とする。 

・○○○○○についての知識を修得する。 

・○○○○○の視点を身につける。 

・○○○○○を学ぶための実践的な方法を身につける。 

・○○○○○の基礎知識を身につける。 

作成例 


